
自然災害研究会 2010 年度 年間計画 

 

1.研究会名 自然災害研究会 

 

2.座長名  宮村 正光 

 

3.副座長名 大貫 和平 

 

4．現在の参加人数 19 名（22 年 7 月 31 日現在） 

 

5.本年度の活動内容  

大地震が発生した場合、被災現地での復旧活動を主務とする企業にとっては、余震の続く中での作業を余

議なくされる場合がある。本研究会では、従来あまり注目されなかった大地震発生後の余震に着目し、過去

の被害地震の分析、余震が事業継続に与える影響や課題などの整理、復旧活動を行う場合の安全に関する法

的な扱いなどについて検討を行い、事業継続にかかわる考え方に対して、新たな提言を行うことを目的とす

る。 
 

6.本年度の活動スケジュール  

１～２カ月に１回程度の割合で、研究会を開催し、成果を取りまとめる。 

概略スケジュール 

内容 ６月 ９月 １２月 ３月 

１．基本方針の決定     

2.研究の実施     

3.チーム単位のまとめ     

4.全体検討     

5.成果物の作成     

 

7. 今年度末の達成目標 

成果物として以下の 

１：小冊子の作成（過去の被害地震の分析、事業継続に与える影響など検討結果をまとめる） 

２：地域安全学会への論文投稿 

３：余震を想定した訓練シナリオの試案 

４：月例勉強会での発表 


